
11 大村市議会だより

の
家
族
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
人
材
を
増
や
す
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

伊
川

　京
子 

議
員

定
員
19
人
以
下
の
小
規
模

保
育
事
業
所
は
現
在
９
施

設
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

対
象
年
齢
は
０
〜
２
歳
児

で
あ
り
、
３
歳
に
な
る
と
き
に
は
次
の

施
設
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連

携
施
設
は
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
入
所
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
連
携
施

設
へ
の
入
所
を
希
望
し
な
い
ケ
ー
ス
等

を
考
え
る
と
、
待
機
児
童
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
現
在
の
定
員
、

在
籍
状
況
と
今
後
の
開
設
予
定
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

 

小
規
模
保
育
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
４
月
１
日
時
点
で
、
全
て

保
育
士
を
配
置
す
る
Ａ
型
の
み
９
園
と

な
っ
て
お
り
、
利
用
児
童
数
に
つ
い
て

は
、
定
員
総
数
１
４
２
人
に
対
し
、
６

月
１
日
時
点
で
１
２
２
人
、
充
足
率

86
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
開
設
予

定
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
秋
に
、
社
会

福
祉
法
人
が
、
定
員
12
人
の
Ａ
型
の
施

設
を
１
園
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
連
携
施
設
に
つ
い
て
は
、
大
村
市

の
認
可
要
件
と
し
て
連
携
施
設
の
設
定

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
入
所
は

可
能
で
あ
る
。
連
携
施
設
を
希
望
し
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
、

ほ
か
の
受
け
入
れ
施
設
の
確
保
は
で
き

て
い
る
。

山
北

　正
久 

議
員

市
内
に
は
、「
大
村
子
供

の
家
」、
光
と
緑
の
園
に

「
向
陽
寮
」
と
「
乳
児
院
」

の
３
カ
所
の
児
童
施
設
が

所
在
し
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
退
所
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
に
よ

る
虐
待
や
育
児
放
棄
、
親
と
の
死
別
な

ど
の
理
由
に
よ
り
施
設
で
暮
ら
し
て
い

る
が
、
高
校
卒
業
後
は
退
所
す
る
こ
と

と
な
る
。
退
所
後
の
精
神
的
ケ
ア
や
追

跡
調
査
な
ど
の
支
援
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。 

児
童
養
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

県
が
所
管
し
て
お
り
、
退
所
者

の
自
立
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
就

職
準
備
金
の
給
付
制
度
に
加
え
、
本
年

度
か
ら
は
生
活
費
や
家
賃
等
の
貸
付
制

度
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
退
所
後
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
信
頼

関
係
に
基
づ
き
、
各
施
設
に
お
い
て
、
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
相
談
受

付
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。

  

水
上

　享 

議
員

コ
ン
パ
ク
ト
な
新
ス
タ
ン

ド
は
、
経
営
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
特
に
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
の
市
民
開
放

は
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

舞
台
設
備
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
各
種

団
体
の
要
望
に
配
慮
し
、
さ
ら
に
多
く

の
来
場
者
の
増
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
消
費
税
８
％
か
ら
10
％
へ
の
引

き
上
げ
延
期
に
よ
り
生
じ
る
財
源
に
つ

い
て
は
、
ボ
ー
ト
事
業
運
営
の
た
め
の

基
金
に
留
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
層
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
方
が
使
い
や

す
い
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

高
齢
者
の
た
め
の
手
す
り
の
取
り
付
け

に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
た
い
。
ま

た
、
消
費
税
増
税
延
期
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
お
よ
そ
２
億
５
，
０
０
０

万
円
の
負
担
軽
減
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
導
入
の
際
に
必

要
と
な
る
設
備
費
と
し
て
活
用
し
た

い
。

岩
永

　愼
太
郎 

議
員 

大
村
市
の
市
有
林
は
、
昭

和
30
年
代
に
国
の
施
策
を

受
け
て
、
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
り
、
部
分
林
契
約

が
盛
ん
に
結
ば
れ
、
分
収
造
林
制
度
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
良

好
な
市
有
林
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
多

く
が
契
約
満
了
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ

り
、
伐
採
時
期
に
も
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
市
有
林
の
営
林
方
針
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

分
収
林
に
つ
い
て
は
、
今
後
契

約
更
新
を
す
る
際
に
は
、
満
期

の
年
度
が
平
準
化
す
る
よ
う
契
約
期
間

を
調
整
し
、
ま
た
、
間
伐
未
利
用
材
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
の
利
用

を
促
進
し
、
林
業
収
益
の
増
収
を
図
り

た
い
。
そ
の
た
め
、
治
水
や
水
源
涵
養

な
ど
公
益
的
機
能
の
高
い
分
収
林
に
つ

い
て
は
、
そ
の
機
能
維
持
の
た
め
、
木

を
切
ら
ず
に
買
い
取
る
と
い
う
方
法
で

契
約
を
精
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
今
後
検
討
し
た
い
。

小
規
模
保
育
所
の

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
は

児
童
養
護
施
設
退
所
後
の

　
　
　
調
査
と
ケ
ア
・
支
援
は

A

A

A

注
８
：
森
林
の
所
有
者
と
森
林
の
管
理
者
が
異
な
る
造
林
地
で
、
管
理
者
が
造
林
等
を
行
い
、
木
を
伐
採
し
て
、
収
益
を
所
有
者
と
管
理
者
で
分
け
合
う
こ
と

注
９
：
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
生
物
体
か
ら
得
ら
れ
る
自
然
界
の
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
１
つ

A

競
艇
企
業
局
経
営
に
つ
い
て

産
業
・
経
済
・
労
働

市
の
部
分
林
規
則
に
よ
る

　
　
市
有
林
の
営
林
に
つ
い
て

注
９

注
８


